
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 日本郵便・年賀寄附金助成に基づく事業 

主 催①：ＮＰＯ法人 ＪＡＥＡ（ｼﾞｬｲｱ）「日本災害救護推進協議会」 

    〒214-0021 神奈川県川崎市多摩区宿河原 6-19-28 ０４４－９３１－６５７０ 

           http://www.jaea.org      E-mail : saigai@jaea.org 

主 催②：（社会福祉法人）鹿児島県身体障害者福祉協会 

        鹿児島県障害者社会参加推進センター 

後  援：・（社会福祉法人）日本身体障害者団体連合会   

協 賛：ＮＰＯ法人 楽しいスポーツを支援する会 

 

 

参加者募集中 

受講料は無料です！ 

http://www.jaea.org/
mailto:saigai@jaea.org


 

 

 

 人を助ける行為は、健常者に限られたものではありません。 

 

目の前で急に人が倒れた時など、ＣＰＲ＜心肺蘇生＞ 

やＡＥＤ＜自動体外式除細動器＞による救命手当ては、 

私たち一般市民に課せられた“善意に基づく平等な義 

務”ではないでしょうか。 

心肺蘇生の基本理念には『目の前で傷病者が発生した 

場合、周囲にいる者に何ができるか』が問われており、 

障害を有する人に対しても『身体に障害があるから、 

助けられなかったと言ってはいけない。何ができるか 

が大切なのである』との姿勢が求められています。 

 

 ◆当講習会の目的は、たとえ身体に障がいを有していても、健常者と同等に「人の命をつなぐ 

 ための知識と技術」を身に付けていただくことにあります。 

さらに、このような技能（知識と技術）の習得は、自分自身の事故防止と健康管理にとどまらず、

保健・医療・福祉なども含めた、地域の安全と災害救援においても社会に大きく貢献できるも 

のです。 

                  

❤自身の障がいを乗り越えて、スポーツやビジネス・趣味 

                  など様々な分野で、多くの方々が活躍されています。 

                  当然、目の前で急に人が倒れるなど、突然の傷病者（ケ 

ガや急病人）に遭遇することもありますし、家族や、友 

人・仲間が倒れることもあるはずです。 

 

 

◆聴覚に障がいを有する方には、幾つかの工夫をした手法（協力者の要請方法や、AED の音声 

ガイダンスの解説、パワーポイントを用いた画像など）でお伝えします。また、必要に応じ 

て手話通訳者などの配置も準備致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❤新しい“ 力
ちから

”「救命
きゅうめい

手当
て あ

て」で“安心
あんしん

の確立
かくりつ

”と“社会
しゃかい

貢献
こうけん

”❤ 

 

 

＝講習会実施のねらい＝ 

・平等に、一人でも多くの方々に、正しい「救命法」の知識・技術の習得を目指しま

す。 

・救命法を学ぶことにより、事故防止と自身の健康管理の確立を目指します。 

・物理的なバリヤフリーばかりではなく、受講環境など真のバリヤフリー化を目指し

ます。 

・健常者と同様に、平等な義務としての救命現場での対応を目指します。 

・講習を通じ、一つの“新しい技能”を身に付けることにより、社会人としての連帯

感を育み、交際範囲の拡大に繋がることを目指します。 

・救命法を学ぶことにより、“命の尊さ”、“人との関わりの大切さ”を再確認すると共

に、自己の将来に対する生きがいとなる事を目指します。 

将来に 

 



 

 

 

 

 ★難しいことは、何もありません。興味を持っていただければ、それが何よりです。 

  どんなものか！会場に来てみませんか。あなたにもできることが、きっとあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 【市民救命員】 

  人を助ける行為に“技術を検定する資格”なんて必要ありません。『何とか、助けてあげたい！』、

『何か、できることがあれば、やってあげたい！』 

  このような気持ちがあれば、誰にでも、＜人の命を繋ぐ＞ことができます。 

  ・聴覚に支障があっても、下肢に支障があっても、視覚に支障があっても、機能マヒなどの障

がいがあっても、誰にでも、“人を助けること”はできます。 

  そのための、知識や方法を知っていただくことが、講習会の目的です。 

 

② 【アドバイサー・救命員】 

アドバイサー・救命員とは、救命手当ての＜心臓マッサージ（胸骨圧迫）＞や＜人工呼吸＞、

＜ＡＥＤの操作＞など、自分で手を施さなくても、周囲にいる人々に適切な指示と、手当の方

法を示す＝アドバイスすることにより、救命行為に繋げられる知識を持つ人のことを云います。 

 

 手当てを施す行為にこだわらなくとも、貴方の行動が、立派な「救命行為」なのです！！ 

 

心肺蘇生の 

手当てって 

こんなことなの！ 

自分のできる 

範囲でも“命”は 

助けられるよ！ 

ＡＥＤは、聴覚に 

障がいがあっても操作 

出来るんだよ！ 

 

みんなで協力すれば 

難しいことは、 

ひとつもありませ

ん！ 

 

自分達にも 

できることは 

た く さ ん あ る ん

だ！ 

友達を誘って 

講習会に 

参加してみよ

う！！ 

 

あなたも参加してみませんか！！ 

誰にでも、命を繋ぐ 

救命力（ﾊﾟﾜｰ）が 

あるんですよ！ 



■講習会の日程 

①  日 時  平成 ３０年２月１０日（土曜日）時間 ９：３０～１１：００ 

② 会 場   ハートピアかごしま ３階 第１・２研修室         

③  対 象   下肢・聴覚・視覚など障がいを有する１３才以上の男女 

         上記のご家族の方、友人など興味のある方どなたでも参加できます。 

■講習プログラム 

知 識（６０分） 実 習（６０分～１２０分） 

・救命手当てのガイドラインについて 

 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 2015 とは 

・救命手当ての基礎知識 

 救急対応について 

 心肺蘇生手当て 

 ＡＥＤについて 

・健常者との連携について 

・救命ｱﾄﾞﾊﾞｲｻｰの役割について 

・訓練人形での手当の方法 

 胸骨圧迫（心臓マッサージ） 

・人工呼吸の方法 

 人工呼吸の必要性 

・ＡＥＤの操作法 

 電極パッドの装着 

・緊急要請カードの使い方 

■講習対応  ★受講料は無料です 

  ・聴覚障がいの方には、文字表示画像と手話動画でサポートします。 

  ・視覚障がいの方には、点字テキスト資料を準備します。 

   （会場までは、付き添いの方と一緒にご同行ください） 

  ・下肢障がいの方には、会場内まで介助させていただきます。 

   （手当ての訓練は、車いすの上から行える訓練人形を準備します。 

 

■救命救急法講習会受講申し込み用紙 ＦＡＸ番号：０９９－２２８－６７１０ 

 枠内に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸ送信してください。 

 ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏  名 

 [生年月日] 

西暦    年 月 日生（  才） 

住  所 〒    － 

 

 

[連絡先] 

・TEL ：     (       ) 

・ｹｰﾀｲ ： 

受講日時   月  日（  曜日） 

参加の種類 ・市民救命員  ・救命員アドバイサー   

障がいの部位 ・下肢  ・聴覚  ・視覚  ・その他（          ） 

特記事項 ※受講に当たり、講師に伝えておきたい事柄などご記入ください。 

                                  

★★団体名「           」参加予定人数「    名」 

 ★★団体、グループでの申し込みもできます。代表者のお名前の他に人数をご記入ください。 

※上記個人情報につきましては、申し込み控えとして預かり、当講習以外には一切使用致しません。 

 


